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　　　　今月の主な内容
白石川緑地公園整備事業………………一・…P2～P3

春休みの事故防止’…………一…6…………P4～P5

犬は正しく飼いましょう、トピックス……P6～P7

保険証の検認は3月中に、味自慢…………P8～P9

市民登場、地名アレコレ、わたしのケッサク

市民文芸………………・・一…・一…一・・一P10～P11

おしらせ板、公民館だより一……・………・P12～P15

カメラ・ニュース、休日急患当番医・一…・………P16

　　　　竹馬大会

新春恒例の竹馬大会がさる1目29日大鷹沢小学校

で開かれました。大会では、陣とりゲームや風船わ

りなどのゲーム方式と50メートル直線競争を雪の校

庭で繰り広げ、児童たちは、慣れない雪上でのゲー

　　　　　　　　　　　　　　ヤムに熱戦を展開、コースサイドをうめたお父さん、

お母さんから盛んな声援が送られていました。



融．、警

署
、

伽
謡

覗

　
　
白
石
川
緑
地
公
園
整
備
事
業
は
、

　
一
市
内
市
街
地
中
心
部
よ
り
約
六
百
メ

　
．
ー
ト
ル
の
白
石
川
河
川
敷
に
位
置
し
、

　
一
白
石
川
緑
地
基
本
計
画
に
基
づ
き
面

　
、
積
九
・
五
ヘ
ヶ
タ
ー
ル
（
九
万
五
千

　
．
平
方
メ
ー
ト
ル
）
に
な
り
ま
す
。

　
　
臼
石
川
緑
地
公
園
整
備
事
業
は
、

　
｝
昭
和
五
十
三
年
度
か
ら
年
次
計
画
に

　

よ
り
宮
城
県
管
轄
の
一
級
河
川
白
石

　
．
川
の
河
川
敷
を
有
効
的
に
利
用
す
べ

瓢
…

慰
一

ア
“

く
土
地
の
買
収
を
行
い
、
計
画
が
順

次
進
行
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
昭
和
五
十
七
年
度
に
は
、
白
石
市

総
含
計
画
を
は
じ
め
、
公
園
整
備
並

び
に
緑
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
な
ど
併

せ
て
都
市
計
画
事
業
の
見
直
し
が
施

さ
れ
、
「
白
石
川
緑
地
基
本
計
画
」
が

作
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
基
本
計
画
は
、
昭
和
六
十
七

年
度
を
目
標
と
し
た
十
年
の
年
次
計

画
に
す
る
再
検
討
も
施
さ
れ
、
約
八
・
　
　
計
画
地
と
白
石
．
蝋

億
円
の
予
算
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
　
，
　
自
石
川
は
、
福
島
・
山
形
県
の
両

　
昭
和
五
十
七
年
度
に
お
い
て
は
、

県
境
の
蔵
王
山
系
の
南
側
斜
面
の
水

白
石
川
河
川
敷
の
緑
地
公
園
整
備
事
一
を
集
め
渓
谷
と
な
っ
て
流
下
し
、
槻

業
区
域
の
一
部
を
造
成
し
、
加
え
て
一
木
で
阿
武
隈
川
に
合
流
す
る
全
長
約

本
年
二
月
に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
施
一

設
二
面
を
含
む
「
園
路
広
場
工
事
」

が
ス
ダ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
園
路
広
場
工
事
は
、
総
事
業
費
三

千
万
円
が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　g　　　　　　500　　　　　1000m

　　』山瞳＝一ゴ

六
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
宮
城
県
管
轄

の
一
級
河
川
で
あ
り
ま
す
。
白
石
市

．
の
流
路
は
十
三
・
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

で
あ
り
ま
す
が
市
街
地
の
領
域
と
し

一
て
意
識
さ
れ
る
区
域
は
梁
場
橋
か
ら

斎
が
川
の
合
流
点
、
岩
崎
山
ま
で
の

約
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
区
間
で
あ
り
、

計
画
地
は
ほ
ぼ
そ
の
中
央
に
位
置
し

て
い
ま
す
。

　
山
間
の
渓
谷
と
し
て
流
下
し
た
白

石
川
は
、
梁
場
橋
あ
た
り
で
両
岸
が

や
や
開
け
て
く
る
が
、
左
岸
は
段
丘

が
崖
状
に
き
り
た
ち
そ
れ
を
利
用
し

た
射
撃
場
や
蛇
渕
の
景
観
と
な
っ
て

い
ま
す
。
蛇
渕
の
下
に
堰
が
あ
り
、

水
道
及
び
沢
端
川
、
穴
田
堀
の
取
水

口
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
周
辺
の

河
原
は
イ
モ
煮
会
の
会
場
と
な
っ
て

市
民
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
堰
か

ら
東
北
自
動
車
道
ま
で
は
村
落
の
問

を
流
れ
る
中
流
風
景
と
な
り
計
画
地

の
左
（
北
側
）
を
ゆ
る
！
、
蛇
行
し
て

い
ま
す
。
計
画
地
の
対
岸
は
荒
地
状

の
緑
が
せ
ま
り
、
再
び
段
丘
状
と
な

　
っ
て
国
道
四
号
線
白
石
大
橋
際
ま
で

緑
の
壁
を
つ
！
、
っ
て
い
ま
す
。
白
石

大
橋
か
ら
河
は
川
幅
を
拡
げ
田
園
平

地
を
流
下
す
る
下
流
風
景
と
な
っ
て

2

園路広場工事が

　翻スタ

図置位地計画

．自石川河川勤

基本計画面積9．繍護

い
ま
す
。
斎
が
川
と
の
合
流
点
は
右

か
ら
、
の
び
た
大
萩
山
の
山
裾
の
端
が

岩
崎
山
の
特
徴
の
あ
る
奇
岩
景
観

（
玄
武
岩
の
柱
状
節
理
）
と
な
っ
て

領
域
を
結
界
し
て
い
ま
す
一
．

　
計
画
地
に
接
す
る
川
は
砂
利
の
川

原
で
水
量
は
少
い
が
流
れ
は
急
で
早

瀬
状
に
流
下
し
て
い
ま
す
。
釣
や
投

網
を
す
る
人
も
見
か
け
ら
れ
ア
ユ
、

ハ
ヤ
、
フ
ナ
、
コ
イ
、
稀
に
は
サ
ケ

も
遡
上
す
る
と
い
っ
た
状
況
で
す
。

ゲ
i
ト
ボ

ノレ

鍛
泌
・

　
　
　
　
　
　
螂

講筆

滋
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紹、腱
瀬藤黙

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
、
本
緑
地
の
芝

生
地
の
中
に
区
画
し
、
2
5
m
×
2
0
m

の
二
面
を
造
り
、
面
は
、
ダ
ス
ト
舗

装
に
よ
り
施
さ
れ
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
系
で
は
あ
り
ま
す
が
、

高
年
齢
層
に
多
く
利
用
さ
れ
る
こ
と
、

か
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
的
雰
囲
気
の
中
で

プ
レ
イ
で
き
る
よ
う
フ
ァ
ミ
リ
ー
ゾ

ー
ン
に
設
け
ら
れ
ま
す
。
、
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春
休
み
中
の
交
通
事
故
を
な
く
そ
う

　
寒
さ
が
や
わ
ら
ぎ
、
学
校
や
幼
稚

園
が
春
休
み
に
な
る
と
、
こ
れ
ま
で

家
に
と
じ
こ
も
り
が
ち
な
子
供
達
も

外
で
遊
ぶ
よ
う
に
な
り
、
免
許
を
持

つ
高
校
生
は
オ
ー
ト
バ
イ
や
自
動
車

を
乗
り
回
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
時
期
は
、
毎
年
き
ま
っ
て
交

通
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
三
月
一
日
に
市
内
大
鷹
沢

で
、
女
子
高
生
二
名
が
死
亡
す
る
い

た
ま
し
い
交
通
事
故
が
発
生
し
た
こ

と
は
、
皆
さ
ん
の
記
憶
に
新
し
い
と

こ
ろ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な
事

故
が
な
い
よ
う
次
の
こ
と
を
み
ん
な

で
守
り
、
楽
し
い
春
休
み
に
し
て
く

だ
さ
い
。

☆
子
供
の
事
故
を

　
　
　
　
防
ぐ
た
め
に

○
危
険
な
場
所
で
遊
ん
で
い
ま
せ
ん

　
か

　
　
昨
年
、
十
二
月
白
石
市
福
岡
で
、

　
小
学
一
年
生
が
紙
飛
行
機
を
飛
ば

　
し
て
遊
ん
で
い
る
う
ち
道
路
に
出

　
て
し
ま
い
、
車
に
は
ね
ら
れ
て
亡

　
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
　
ボ
ー
ル
遊
び
や
か
け
っ
こ
な
ど

　
は
道
路
で
は
も
ち
ろ
ん
、
道
路
の

　
近
く
も
危
険
で
す
。

　
家
族
み
ん
な
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
歩
行
者
は
横
断
す
る
と
き
事
故
に

　
あ
う

　
　
歩
い
て
い
る
人
が
一
番
事
故
に

会
っ
て
い
る
の
は
、
道
路
を
横
断

　
し
て
い
る
と
き
で
す
。

　
　
道
路
を
わ
た
る
と
き
は
、
急
に

飛
び
出
さ
な
い
よ
う
、
必
ず
立
ち

止
ま
り
、
右
・
左
・
右
を
し
っ
か

　
り
と
確
め
る
よ
う
、
日
頃
か
ら
教

　
育
し
て
く
だ
さ
い
。

○
自
転
車
の
練
習
は
広
場
で

　
　
よ
く
道
路
で
補
助
車
の
付
い
た

自
転
車
を
乗
り
ま
わ
し
て
い
る
子

供
を
見
か
け
ま
す
。

　
　
子
供
の
頭
で
は
危
険
で
あ
る
か

　
ど
う
か
判
断
で
き
な
い
の
で
す
。

　
親
が
し
っ
か
り
と
注
意
し
て
く
だ

　
さ
い
。

○
守
っ
て
い
ま
す
か
自
転
車
の
ル
ー

　
ル

　
　
覚
え
た
こ
と
を
守
ら
な
い
の
は
、

試
験
の
と
き
知
っ
て
い
る
答
を
書

　
か
な
い
の
と
同
じ
で
す
。

　
「
二
人
乗
り
を
し
な
い
こ
と
」

　
「
二
列
に
な
っ
て
走
ら
な
い
こ
と
」

　
「
信
号
を
守
る
こ
と
」

　
「
夜
無
灯
火
で
走
ら
な
い
こ
と
」

　
な
ど
い
ろ
ん
な
ル
ー
ル
が
あ
る
こ
と

　
は
み
ん
な
知
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

☆
高
校
生
の

　
　
　
　
み
ん
な
に

○
無
免
許
運
転
は
絶
対
し
な
い
こ
と

　
　
万
一
事
故
を
起
す
と
保
険
は
、

　
お
り
な
い
し
、
免
許
は
当
分
取
れ

　
な
い
こ
と
に
な
り
、
家
族
み
ん
な

　
に
も
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り

　
ま
す
。
余
計
な
苦
労
を
背
負
わ
な

　
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

○
ス
ピ
ー
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
誤

　
る
な

　
　
高
校
生
の
事
故
の
ほ
と
ん
ど
が

　
ス
ピ
ー
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ミ
ス
に

　
よ
る
も
の
で
す
。

　
　
一
人
の
と
き
は
、
速
度
を
守
っ

　
て
い
て
も
、
何
人
か
一
緒
に
な
る

　
と
か
っ
こ
う
を
つ
け
る
た
め
か
ス

　
ピ
ー
ド
を
出
し
過
ぎ
、
事
故
を
起
こ

　
し
て
い
ま
す
。
決
し
て
か
っ
こ
う
L

　
の
い
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

O
オ
i
ト
バ
イ
の
二
人
乗
り
は
特
に

　
注
意
を

　
「
遠
心
力
」
は
知
っ
て
い
る
と
思

　
い
ま
す
。

　
二
人
乗
り
オ
；
ト
バ
イ
は
カ
ー
ブ

　
に
さ
し
か
か
る
と
倍
の
「
遠
心
力
」
一

　
が
働
き
ま
す
．
．

　
　
ふ
だ
ん
の
半
分
の
ス
ピ
ー
ド
で

な
い
と
危
険
で
す
。

郷
土
の
童
謡
詩
人

　
　
こ
の
ほ
ど
自
石
市
出
身
で
童
謡
詩

人
の
故
達
崎
龍
一
さ
ん
（
筆
名
達
崎

龍
）
の
童
謡
集
が
昨
年
十
二
月
刊
行

さ
れ
た
の
を
記
念
に
発
行
人
の
岡
部

勝
司
さ
ん
（
宮
城
県
女
川
町
出
身
）

か
ら
白
石
市
長
あ
て
に
、
手
紙
と
二

冊
の
本
が
出
版
社
経
由
で
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　
岡
部
さ
ん
の
手
紙
に
は
、
昭
和
五

十
四
年
に
七
十
五
歳
で
永
眼
さ
れ
た

全
容
が
不
明
だ
っ
た
こ
と
、
K
社
を

退
職
し
て
以
来
達
崎
さ
ん
が
詩
壇
か

が
K
社
の
編
集
部
長
を
し
て
お
り
ま

し
た
関
係
を
は
じ
め
、
昨
年
H
社
復

刻
版
の
中
に
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け

て
の
童
謡
雑
誌
『
金
の
船
・
金
の
星
』

『
が
刊
行
さ
れ
不
明
の
作
品
が
明
ら
、
か

に
な
り
発
刊
に
い
た
っ
た
経
過
を
書

　
い
て
ぢ
り
ま
す
。

　
岡
部
き
ん
は
『
達
崎
龍
全
童
謡
ホ

ロ
ホ
ロ
鳥
』
が
世
に
出
た
こ
と
に
つ

い
て
「
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
数

少
な
い
当
時
の
詩
人
か
ら
天
才
詩
人

幻
の
童
謡
詩
人
と
言
わ
れ
貴
重
な
資

料
に
思
わ
れ
た
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

皿㎜
傭
誌
鶴
畿
貿
犠
稲
騨

鄭
寡
紅
ぎ
し
て
も
作
品
の

’ゆ
ら
離
れ
て
い
た
理
由
か
ら
、
作
品
に
ふ

τ
享
ヤ
ン
ス
が
奮
っ
た
と
記
載

ハ
さ
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
岡
部
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心

　
ま
た
、
「
当
時
に
達
崎
さ
ま
の
ご
縁
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

の
あ
る
方
も
健
在
で
は
な
い
か
と
｝
4

（
ぶ
し
つ
け
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
）
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

お
届
け
し
ま
し
た
と
あ
り
ま
す
。
　
｝

全
童
謡
は
、
全
文
九
＋
六
ペ
ー
ジ
、
｝

本
文
七
士
二
苧
ジ
に
は
』
二
＋
の
一
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
許

作
品
が
掲
載
キ
．
、
れ
、
夫
人
の
徳
子
さ
｛

ん
の
回
想
記
「
夫
達
崎
龍
］
と
の
三
｛

＋
余
年
」
蔵
書
れ
て
有
奪
．
㎜

そ
の
中
に
は
、
故
郷
白
石
の
不
忘
新
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

聞
社
主
岡
崎
雄
四
郎
氏
（
故
親
友
の
一

弟
）
と
最
後
ま
で
句
や
詩
歌
を
交
え
．．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

た
文
通
を
楽
し
ん
で
い
た
。
と
書
い
ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
炉

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
達
崎
氏
は
、
明
治
一
二
十
七
年
三
月
　

白
石
に
生
ま
れ
る
。
上
京
後
、
大
正
｝

十
一
年
か
ら
昭
和
初
期
ま
で
雑
誌
一一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
金
の
星
』
の
編
集
に
携
わ
り
、
そ
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

の
間
、
立
男
謡
詩
人
と
し
て
も
活
躍
し
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

て
諸
椎
誌
に
作
品
を
発
表
し
て
お
り
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

ま
す
。
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ぜ

達
婚
艦
甕

ホ
矯
ホ
ロ
轟

麟
擁
殿
認
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　　　新学期を控えて

　
遊
び
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
子
供
が
、
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
て
、
い
き
な

り
道
路
に
飛
び
出
し
て
く
る
。
「
キ
キ
キ
ー
ッ
！
」
と
、
車
の
急
ブ
レ
ー
キ
の

音
－
子
供
は
と
き
ど
き
大
人
が
想
像
も
つ
か
な
い
よ
う
な
衝
動
的
な
行
動

を
と
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
思
い
が
け
な
い
交
通
事
故
の
犠
牲
者
と
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
周
囲
に
対
す
る
注
意
力
が
ま
だ
十
分
で
な
く
、
安
全
に
対
す
る
知
識
も
不

十
分
、
そ
し
て
心
身
と
も
に
発
達
過
程
に
あ
る
子
供
は
、
今
日
の
交
通
事
情

か
ら
み
て
、
お
年
寄
り
と
と
も
に
一
番
弱
い
立
場
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
そ
れ
だ
け
に
、
保
護
者
、
特
に
お
母
さ
ん
は
、
子
供
に
対
す
る
レ
っ
け
教

育
と
し
て
、
交
通
ル
ー
ル
や
事
故
防
止
の
た
め
の
注
意
事
項
な
ど
を
、
ふ
だ

ん
か
ら
教
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
一
一
一
月
と
も
な
る
と
、
子
供
た
ち
も
戸
外
で
遊
ぶ
こ
と
が
多
く
な
り
、
交
通

事
故
に
遭
う
危
険
性
も
そ
れ
だ
け
高
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
時
期
は
、

新
入
学
（
園
）
シ
ー
ズ
ン
を
控
え
、
子
供
に
対
す
る
交
通
安
全
教
育
が
必
要

な
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

　
子
供
の
交
通
事
故
の
特
徴
や
行
動
の
特
性
を
理
解
し
て
、
具
体
的
に
指
導

し
、
子
供
を
交
通
事
故
か
ら
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

．
r
供
の
交
通
事
故
の
特
徴

　
子
供
の
交
通
事
故
の
特
徴
と
し
て
は
、

ま
す
。

次
の
よ
う
な
点
が
挙
げ
ら
れ

　百’講撃難

・へ　　 月jl　　イ

ケ爆「卜“㌧

め．い刃　族
　ゴ　ーr　回
謝》ξ

鼠
渤
篭

　
．
マ
8
雫
．
、
　
n
　
－
賃

㎏
ヒ
　
、
ξ
畢
㌦
蚤

・
犠
牲
者
の
二
人
に
一
人
が

　
　
　
　
　
　
未
就
学
児
童

「
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
ト
i
　
　
■
　
1
ー
　
：
　
－
」

　
中
学
生
以
下
の
子
供
の
死
者
は
八

百
四
十
七
人
。
こ
の
う
ち
半
分
以
上

の
五
六
％
（
四
七
四
入
）
が
幼
児
あ

る
い
は
幼
稚
園
児
の
未
就
学
児
童
。

な
か
で
も
幼
児
が
全
体
の
三
一
％
と

多
い
の
が
目
立
ち
ま
す
。

一
　
、
　
　

I

　
　
一

三
時
－
六
時
魔
凶
一

一
「
圏
昂
土
曜
旦

　
交
通
事
故
の
発
生
を
時
間
帯
別
に

み
る
と
、
午
後
二
時
か
ら
六
時
の
間

が
い
ち
ば
ん
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
学
校
や
幼
稚
園
か
ら
帰
宅

後
の
遊
ん
で
い
る
時
間
四
時
～
六
時

が
、
死
者
数
、
負
傷
者
数
と
も
に
最

も
多
く
、
子
供
に
と
っ
て
は
要
注
意

の
時
間
帯
で
す
。

　
ま
た
、
曜
日
別
で
は
土
曜
日
の
事

故
が
い
ち
ば
ん
多
く
、
次
い
で
日
曜

日
、
月
曜
日
と
続
い
て
い
ま
す
。

　
　

　
　
　
　
　
ト
ー
　
1
1

ー
　
　
　
　
　
　
一

一
自
宅
付
近
（
－。
メ
ー
ト
ル
以
内
）
㎜

㏄
　
　
　
は
要
注
意
一

「

ト
ト
■
1
ー
…
－
ー

ー
」

　
幼
児
・
幼
稚
園
児
の
事
故
の
多
く

は
、
自
宅
か
ら
半
径
五
十
メ
ー
ト
ル

以
内
の
と
こ
ろ
で
発
生
し
て
い
ま
す
．

自
宅
付
近
が
最
も
多
い
わ
け
で
す
が
、

年
齢
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
自
宅
か

ら
遠
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

〃
飛
び
出
し
事
故
〃
が
最
も
多
い

　
路
上
へ
み
飛
び
出
し
に
よ
る
事
故

が
最
も
多
く
、
全
体
の
六
割
を
占
め

て
い
ま
す
。
次
い
で
、
駐
停
車
中
あ

る
い
は
走
行
中
の
自
動
車
の
「
直
前

直
後
の
横
断
」
が
二
八
・
五
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。
以
下
、
信
号
無
視
、

路
上
で
の
遊
び
、
な
ど
と
な
っ
て
い

ま
す
。一

時
不
停
止
、
安
全
不
確
認
…

1
自
転
車
乗
車
中
の
事
故
1

（
デ
ー
タ
は
「
警
察
庁

　
自
転
車
乗
車
中
の
事
故
原
因
を
み

る
と
、
一
時
不
停
止
が
最
も
多
く
二

八
％
、
次
い
で
、
安
全
の
不
確
認
二

三
％
、
信
号
無
視
八
％
な
ど
と
な
っ

て
お
り
、
こ
れ
ら
三
つ
の
原
因
が
全

体
の
約
六
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
・
昭
和
57
年
交
通
統
計
」
）
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澱畷難姦藁、
　　　　　　　　　へ 　羅火金

分校スキー大会

　　　　　　　O一みやぎ蔵王白石スキー場

　2月8日、5分校（福岡小の不忘、長峰、蔵王、八

宮と深谷小の三住分校）のスキー大会がみやぎ蔵王

スキー場で開かれ、歓声がこだましました。大会では、

児童76人が回転、大回転の2本ずつを滑り、合計タイ

ムを競い合いました。この日は、雪がちらつくコンデ

ィションでしたが、競技のBコース会場には応援にか

けつけた鈴木教育長や父母たちから大きな声援と拍手

が送られました。この催しは今年で3回を数え、分校

児童たちの親睦、体力を目指した大会です。

パ

醒
許
ン

y
』
躍
サ

鞭轡・　
・
，

懲
　
も
、
ξ

炉σ
｝
◎
レ

ジャンボかるた取り大会

7鮒犬携鞭

　　　　　　　　　　　　　　O一白川小学校

　さる1月31日、白川小学校（安藤正一校長、児童数

172人）で「動くジャンボかるた取り大会」が開かれ、

校庭いっぱいに歓声が響きわたりました。大会では、

児童が手づくり製作した絵札や学校のできごとなどを

つづ’った読み札を使用。「いつも元気、自川小学校の子

供たち」などの読み札が高々と読み上げられると下級

生の児童たちが一斉にスタート、上級生が背負った絵

札を目がけ、勢い余って転倒する場面や折り重なるシ

ーンが雪の校庭で繰り広げられ、にぎやかな一日でした。

わだい

新春芸能の祭典で熱演

　　　　　　　　　　　　　（⊃一大鷹沢公民館

　2月19日、大鷹沢地区民の第4回新春芸能の祭典が

大鷹沢小学校体育館で行われました。祭典では、大町

大神楽でスタート、歌謡曲や踊り、民謡など合わせて

65のプログラムに地区民が登場、各地区ごとに日頃練

習した成果を披露しました。訪れた地区民約250人が

熱演の出場者に手拍子や花束を送っていました。地区

民一体となった大会は、4回を数え、地区民の親睦も

一層向上、長時問にわたった祭典も寒さをふっとばす

熱演が5時間続き、意気さかんに行われていました。

一レ

ヂ
懸

“
■

騨
　

p
、
ひ
．
η
、

　
　
、
こ

　
　
　
一

　
　
　
、

　
　
　
》

　　　　　ひなまつりの料理

　　　　　　　　　　　　○一働く婦人の家

　2月17日、働く婦人の家で米の消費拡大にちなんだ

料理教室が開かれました。料理教室では、桃の節句の

お米料理として、和風から洋風のケーキずし、う冷い

すもち、ひなあられの手づくりの料理に36人のお母さ

んたちが挑戦。講師畠つね先生の指苛のもと子供たち

が喜びそうなケーキずし材料米、しその葉、人参、卵、

かんぴょう、生椎葺などを使用した風味のある料理づ

くりに励んでいました。食事前の食卓には、なの花の

からしあえもあり、色とりどり工夫された盛り合せが
最高でした。

7

麟趨辮　、繍、
－魎～

◇安全運転5則◇

1　安全速度を必ず守る

2．カーブの手前でスピー

ドを落とす

3．交差点では、必ず安全

を確かめる

4．一時停止で横断歩行者

の安全を守る

5．飲酒運転は絶対しない

戴轡鱈）総）鰭）

シートベルト

轡
腸
亀
、
ド
、

≧
参

3／1～3／31

シートベルト着用推進強化月間

狂犬病予防法により飼犬は毎年登録を行い

　　また、6ケ月ごとに狂犬病予防注射を受けなければなりません。

薦憾麗し《飼⑪8し8◎

禽
鰭
．

％
」
弧
、
卸

　
　
」
諏
＞
、

療
ゴ

　
　
　
磯

1、放し飼いをしないでください。

①けい留は道路や通路に接しない安

　金な土易戸斤に。

②　危害の防止のため大型犬等は保管

　施設を，

2一人をかんだとき、犬にかまれたとき1よ葱

4．他人に迷惑をかけない飼い方をしましょう。

　　鳴き声、排せつ物等の苦情がふえています。（運動不足は、飼い犬のストレス

　になります。

　　　　　　　　　、〆》一

、灘・糧
蟻旦噌、、

春かさまし、た
　道路事情を考慮1、　スパfクタイヤ使用のドライバーの方は、はやめ

に履き替えるよう、ご協力をお願いいたします。

ス、4クタイヤヒ〆抜き所7
レ場所　白石市健康センター

〉受付El時　3月1日～4月15日午前9時～午後41侍まで（3月24Hか

　らは、土曜・日曜日も行います）。

〉手動式貸出し　あらかじめ市衛生課盈5－2111（内線129）へ電話連

絡のうえご利用願t、・ます。

5．犬の移動、死亡の際は届出を

　　飼い犬が死んだときは衛生課に届出

　1ださい。

　　保健所では、放浪犬を捕獲すると、

◎3日間抑留したのちに処分することに

　なっています。愛犬がいな1なったら

　仙南保健所費（02245）3－3111内線20番

　に問俘せて1ださし，、，〕

‘一胴閏灘

　　ロ　　1
　　■r　　　一

　　［

　　ド　　癖
　　　．酵二』〕・トソ

▲スパイクタイヤ無料ピン抜き所
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犀悪塗湿保険証の検認
　国民健康保険に加入されている　　確認するためおこなうものです。

方が現在使用している『国民健康　　今年は次の日程でそれぞれおこな

保険被保険者証』の検認を行いま　　いますから［璽］を持参

す。検認を受けないと4月1日か　　して検認をうけるようお知らせし

ら使用できませんのでお忘れなく　　ます。

検認をうけてください。　　　　　　　なお、㊥・⑲の表示のものをお

　この検認は適正な保険給付を行　　持ちの世帯の方も合せて当日検認

うための各被保険者世帯の内容等　　をうけてくだきい。

国民健康保険被保険者証検認日程

　　行政区名

越河全区

斎川全区

大鷹沢全区

大平全区

L2．3．4．5の各区

6，7区

鎌先、弥治郎

上原、下原、沖、山ノ下
山根

八宮、芹沢、大綱

西区下、西区上、南区、
北区、東区

　会　 場

越河公民館

斎川公民館
大鷹沢公民館

大平公民館

臼川公民館
犬卒都婆集会所

鎌先詰所

間時地区日期

00～11　＝309越　1可

13：00～16：00斎　月1

00～11　：309大鷹沢

13：00～16：00大平

3月19日〔月1

00～11　：309

13：00～15：00

白　II

00～10：009

福岡公民館
八宮生7舌センター

11：00～16：00

福岡

3月21日（水）

00～11　：　009

深谷公民館13：00～15：30

福岡

庄三三1主開手石婦ヘホーム30　　10　：309

蔵王校分王蔵11　＝00～12：00

不　亡　’し、
校分と不13：00～14：00

川原子、沼川原子集会所15：00～16：00

福岡

3月22日休1

上戸沢

下戸沢、冷清水

大熊、赤井畑、東

塩倉、中北

上戸沢集会所

下戸沢集会所

大熊集会所

1（llOO～11：00

12：30～14：00

14：30～15：30

！1・原

新町、赤坂、猿鼻

小久保平

小原公民館
衰斤　　田丁　　集　　会・　戸斤

30～11　：3り9

13：00～15：30

d・原

3月23日〔金1

小久保平集会所30～11）　＝009

明戸、湯元

滝上、滝下、尾箆

明戸集会所

滝下集会所

11　：00～12二〇〇

ノ」・原

13　：00～15　：30福岡

倉下小小下倉集会所OO～10　：0〔19

君属山

本郷第1、2、上郡山

鷹　巣

長町　亘理町　短ケ町
清水示路、本鄭第3、イ

中町、新町、寿町、西益
岡・中益岡、東益岡
南田丁、　田田丁、　本田丁、　暫P田丁

〔指定日に検認しなかった方

郡山集会所
中央公民館

寿山集会所

10二30～11　：30

13；00～16：00

自　石

3月26日（月1

00～11　：309

館書図13＝00～16＝OO

臼　石

市役所保険課OO～16：009rl石

3月27日㏄

市　f紫　戸斤　f呆　匿灸　課00～16：009石白3月28日蜘

8

引
つ
越
し
の
手
続
き
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
簡
）
・
醤
ム
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
辱
潔

　
春
は
転
勤
や
入
学
、
就
職
と
、
引

っ
越
し
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
．
．
忙
し
さ

に
追
わ
れ
て
、
つ
い
忘
れ
が
ち
な
の

が
転
出
や
転
入
に
伴
う
届
け
で
す
。

う
っ
か
り
手
続
き
を
忘
れ
る
と
、
選

挙
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
り
、
国
民

9
　
誰

廿
　
陵

年
金
の
給
付
を
受
け
ら
れ
な
い
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
不
都
合
が
生
じ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
届
出
は
期
間
内

に
必
ず
出
し
ま
し
ょ
う
。

　
〈
役
所
へ
の
届
出
〉

（
①
住
民
登
録
の
手
続
き
は
市
区
町
村

役
場
で
転
出
証
明
書
を
も
ら
い
、
十

四
日
以
内
に
新
住
所
地
で
転
入
届
を

す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

②
印
鑑
登
録
証
の
返
却
を
し
、
新
住

所
で
新
た
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
③
国
民
健
康
保
険
証
は
返
却
し
、
新

し
い
住
所
で
新
た
に
申
請
を
。
国
民

年
金
は
新
住
所
で
住
所
変
更
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

④
就
学
児
童
の
あ
る
家
庭
で
は
、
現

在
通
学
し
て
い
る
学
校
で
「
在
学
証

明
書
」
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

⑤
目
動
車
を
お
持
ち
の
方
は
、
陸
運

事
務
所
で
登
録
変
更
手
続
を
。
転
居

先
が
同
府
県
内
と
他
府
県
内
と
の
場

合
で
は
手
続
き
が
異
な
り
ま
す
．
、
運

転
免
許
証
の
住
所
変
更
手
続
は
、
新

住
所
の
警
察
署
ま
た
は
警
察
の
自
動

車
試
験
場
へ
、

　
〈
そ
の
他
の
届
出
〉

　
引
っ
越
し
が
決
ま
っ
た
ら
、
役
所

以
外
の
と
こ
ろ
に
も
届
出
を
忘
れ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

　
例
え
ば
銀
行
に
住
所
変
更
の
届
出

を
出
し
た
り
、
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
、

電
話
な
ど
の
変
更
や
廃
止
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
Q

　
引
っ
越
し
が
終
わ
っ
た
ら
、
新
し

い
住
所
地
で
電
気
や
ガ
ス
な
ど
の
申

し
込
み
を
し
ま
す
．
、
た
だ
し
、
東
日

本
と
西
日
本
と
で
は
電
気
の
周
波
数

が
異
な
り
ま
す
。
ま
た
都
市
ガ
ス
も

地
域
に
よ
っ
て
カ
ロ
リ
ー
が
違
い
、

現
在
使
っ
て
い
る
器
具
が
そ
の
ま
ま

で
は
使
え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
一
．

電
気
会
社
や
ガ
ス
会
社
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。
な
お
、
郵
便
局
に
転
居
届

を
出
し
て
お
く
と
、
届
出
の
日
か
ら

一
年
の
間
は
引
っ
越
し
先
に
郵
便
物

を
転
送
し
て
く
れ
ま
す
。

鴎
自
偲

　　へう～イ＼

冬△ぐ
身転出届

資ムヨ、
　〔、＿ず舟一ノ

白石市

考

昭和59年2月1日

い

り

ど

　
【
材
料
】
　
（
四
人
分
）

　
鶏
も
も
肉
一
枚
、
ご
ぼ
う
捧
一
本
、
途
中
で
水
を
二
～
三
回
替
え
ま
す
。

こ
ん
に
ゃ
く
壱
枚
、
に
ん
じ
ん
　
本
、
②
鳴
も
も
肉
は
、
ひ
と
口
大
に
切
り

れ
ん
こ
ん
鵬
9
、
枝
豆
㎜
9
、
砂
糖

と
し
ょ
う
油
大
さ
じ
四
杯
、
み
り
ん

大
さ
じ
一
杯
、
だ
し
汁
ニ
カ
ッ
ブ
、

塩
と
サ
ラ
ダ
油
大
さ
じ
二
杯
。

　
【
下
ご
し
ら
え
】

①
ご
ぼ
う
は
包
丁
の
背
で
皮
を
こ
そ

ぎ
三
㎝
位
の
乱
切
り
に
し
て
水
に
一

やす子さん
　　（自石沢端）

藤佐

り

時
間
ぐ
ら
い
つ
け
て
ア
ク
抜
き
を
し
、
な
る
ま
で
煮
詰
め
ま
す
。

ま
す
。

③
こ
ん
に
ゃ
く
は
、
大
き
さ
を
揃
え

て
ち
ぎ
り
大
さ
じ
二
杯
の
塩
で
も
ん

で
か
ら
よ
く
水
洗
い
し
ま
す
。

④
に
ん
じ
ん
、
れ
ん
こ
ん
は
皮
を
む

い
て
各
同
じ
大
き
さ
の
乱
切
り
に
し

ま
す
。

⑤
枝
豆
は
、
塩
ゆ
で
し
、
さ
や
か
ら

豆
を
出
し
ま
す
。

　
【
作
り
方
】

①
鍋
に
サ
ラ
ダ
油
を
熱
し
、
鶏
も
も

肉
を
入
れ
て
色
が
変
わ
る
ま
で
い
た

め
た
ら
、
に
ん
じ
ん
と
他
の
野
菜
を

入
れ
て
よ
く
い
た
め
ま
す
。

②
だ
し
汁
を
ひ
た
ひ
た
よ
り
少
し
多

め
に
入
れ
て
沸
と
う
さ
せ
、
ア
ク
を

丁
寧
に
す
く
い
と
り
ま
す
。
砂
糖
、

し
ょ
う
油
を
各
大
さ
じ
三
杯
入
れ
て

中
火
に
し
て
煮
汁
が
ほ
と
ん
ど
な
く

③
仕
上
げ
に
み
り
ん
大
さ
じ
一
杯
残
『

り
の
砂
糖
、
し
ょ
う
油
を
大
さ
じ
一
．

杯
ず
つ
入
れ
て
濃
い
め
に
味
を
と
と
一

の
え
、
鍋
の
両
手
を
持
っ
て
全
体
を
一

返
し
て
味
を
か
ら
ま
せ
ま
す
。

　
【
コ
ッ
】
　
　
　
　
　
皿

　
サ
ラ
ダ
油
で
鶏
肉
と
野
菜
を
い
た
㎜

め
る
と
き
焦
げ
つ
か
な
い
よ
う
に
注
皿

意
し
な
が
ら
強
火
で
充
分
い
た
め
る
｝

こ
と
。
い
た
め
方
が
足
り
な
い
と
水
一

っ
ぽ
く
な
っ
て
こ
く
の
あ
る
昧
に
煮
「

上
が
り
ま
せ
ん
。

〈
参
考
〉

　　備　　　考
上昇品目：しょう油、

小麦粉、マーガリン、

牛乳、ラップ、灯油

下降品目1天ぷら油、

ベター、カレーラfス、

理髪料、パーマネント

料、レギラーガソリン、

A重油
横ばい品目：砂糖、食

ペン、テイソシュペー

パー、プロパンガス、

軽油

調査日：日護

対前月価格比

　＿％

活モニター調査結果

▽
調
味
料
は
・
は
じ
め
か
ら
全
部
ム
生

れ
な
い
で
二
回
に
分
け
て
入
れ
る
虹
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿
肖

つ
や
よ
く
仕
上
が
り
ま
す
。
　
　
　
［
、
、
！

▽
さ
め
て
か
ら
粉
さ
ん
し
ょ
う
か
七
『

味
と
う
が
ら
し
を
ふ
り
か
け
る
と
い
㎜

っ
そ
う
昧
が
引
き
立
ち
ま
す
。
　
　
一

▽
濃
い
め
の
味
つ
け
な
み
で
弁
当
の
…

お
か
ず
に
も
合
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
一

　2．0

△10。3

　1．9

　1．0

　1．0

△0．9

前月平均価格

　　　　267円

　　　　439

　　　　562

　　　　214

　　　　150

1器

3．4

△0．9

△2，5

△1．0

　1．0
　1．0
△1，3

△1．0

　　204

4，993

　　441

1，487

5，412

1，379
1．408
　　151

　　106

　　82

平均値
　　　267円

　　　448

　　　5σ4

　　　218

　　　150

　　　202

　　　234

　　　379

　　　155

　　　211

　4，993

　　　437

　1，450

最低値
　　　238円

　　　418

　　　500

　　　185

　　　140

　　　183

　　　210

　　　335

　　　145

　　　180

薩高最

5，387

1，402

遡　　149

　　106

　　81

4，800

　　400

1，300

5，000

1，350
L過巨Ω

　　145

　　103

　　75

　　280円

　　525

　　600

　　238

　　160

　　218

　　260

　　398

　　170

　　248

5，200

　　450

霊名　季丙　・　規　季各

白糖　1kg
恩叢董1』」矛及置睾「コ　　　1，8召

　　1びん代込み1

上白
本醸造

　
遊
塗

　
　
5
…

　
　
一
乱

　
　
一
『

　
砂
｝
』

　
ゴ
　
い
ウ
ご

童　
『

　
｝

品
心

3・．．董、杢．．う．．典」一堕5聖＿一旦二8召）

．佑．．坐　．孝、粉！薄力粉　　1噂

　　　　由位一一5・食　パ　ン1並　　食　　1斤

6fマニ女リン；ソフト　2鞠
．7」．駈一』．まci紙容器入り1，…cq

1，500

6，000

1，450

璽　　！50

　　110

　　85

§・．づ

．皇一塑入り22駒
9．テphペーノー！401）枚（200組）紙箱入り

ψlr乏ニフ『．i亜塾長さ2・m（一巻）

U．　フ。ロパンガス1　　　　　　10m‘

12．カレーライス並　　　 皿

ユ3・理、髪　一料 小学生調髪（洗髪を含む）

14・．ノ！rマ貌輿㍍凝．斥藷，ト加

1随τ．笹轟｝暑窪…
16．し搬ワーガノ1！1’現金

17・軽　油・1召現金
18・A重油11召現金
9



圃

屋

題

賜

　
　
県
政
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
活
躍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柚
木
礼
　
子
さ
ん

　
県
政
の
県
内
全
域
に
わ
た
る
諸
施
策
の
浸
透
状
況
や
推
進
上
に
お

け
る
問
題
点
の
所
在
な
ど
を
収
集
・
報
告
し
、
県
政
の
推
進
を
図
っ

て
行
く
県
政
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
県
知
事
よ
り
委
嘱
さ
れ
、
任
期
の
二

年
に
な
り
ま
す
と
話
す
柚
木
礼
子
さ
ん
（
三
十
五
歳
）
福
岡
深
谷
”
。

　
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
「
県
政

に
参
加
し
、
は
や
二
年
に
な

り
ま
す
が
、
モ
ニ
タ
ー
を
ひ

き
受
け
て
、
良
か
っ
た
と
思

う
こ
と
は
、
県
施
設
見
学
会

等
の
学
習
会
に
参
加
し
、
県

9
『
ダ
「

耳
｝
響
響
轟

　煽
．塙

美
術
館
や
博
物
館
な
ど
自
分
の
知
ら

な
か
っ
た
世
界
が
一
つ
一
つ
視
野
が

広
が
り
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」
と
に
っ

こ
り
。

　
機
会
あ
る
ご
と
に
多
数
貴
重
な
資

料
を
い
た
だ
き
大
変
参
考
に
な
り
ま

　
　
」

、
櫛
｛

一　’～

し
た
。

と
り
わ
け
、
県
内

の
地
場
産
業
が
見

直
さ
れ
て
き
た
こ

と
。
特
に
一
・
五

次
産
業
の
振
興
な

ど
生
活
に
密
着
し

た
風
土
が
生
ん
だ

伝
統
工
芸
の
中
に

新
た
な
創
侮
と
い

う
も
の
が
ヶ
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て

き
た
事
だ
と
思
い

ま
す
∩
．

　
一
人
の
主
婦
の

立
場
か
協
、
国
を

は
じ
め
県
、
市
の

台
所
は
厳
し
く
な
っ
て
い
る
ご
様
子

で
す
が
、
行
政
サ
イ
ド
の
事
務
全
般

の
検
討
が
行
な
わ
れ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
私
た
ち
に
は
詳
し
く
わ
か

ら
な
い
難
し
い
財
政
サ
イ
ド
の
運
用

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
財
政
に
携
わ
る
方
々
の
ご
苦
労
も

大
変
で
し
ょ
う
ね
…
…
。

　
今
夏
七
月
末
か
ら
私
た
ち
の
住
む

南
蔵
王
山
麓
で
第
一
回
シ
ニ
ア
ー
ス

カ
ゥ
ト
大
会
が
開
催
の
運
び
と
な
り
、

喜
し
く
思
い
ま
す
。
南
蔵
王
が
、
一

段
と
青
少
年
の
活
動
の
地
と
し
て
定

着
す
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
立
青
少
年
野
外
活
動
施

設
を
南
蔵
王
に
誘
致
す
る
一
方
、
先

項
、
国
は
、
五
十
九
年
度
に
調
査
費

を
計
上
し
て
い
る
と
の
事
で
す
が
、

や
は
り
、
県
を
は
じ
め
市
当
局
に
お

い
て
青
少
年
活
動
の
メ
ッ
カ
と
し
て

立
派
な
施
設
と
環
境
づ
！
、
り
を
行
っ

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

　
日
頃
、
会
社
員
と
し
て
働
い
て
い

る
柚
木
さ
ん
の
趣
昧
は
絵
画
と
か
、

市
の
働
く
婦
へ
の
家
で
七
宝
焼
き
を

や
る
な
ど
意
款
的
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
「
小
さ
い
子
供
が
い
る
の
で
保
母

さ
ん
が
い
る
同
婦
入
の
家
の
施
設
は

私
た
ち
利
用
者
に
と
っ
て
あ
り
が
た

い
で
す
ね
」
と
一
言
。

　
最
後
に
「
行
政
の
中
で
、
も
っ
と

福
祉
に
お
け
る
施
設
の
充
実
を
計
り
、

推
進
さ
れ
る
よ
う
希
望
し
ま
す
」

　
　
　
　
こ
と
　
　
ね
ビ
ニ

　
今
年
の
干
支
は
子
年
で
、
子
は

動
物
の
鼠
に
あ
て
ら
れ
十
二
支
の

第
一
番
に
な
っ
て
い
る
．
、
山
形
県

の
日
本
海
岸
に
鼠
ケ
関
と
い
う
町

が
あ
り
、
二
の
町
の
駅
の
キ
ソ
フ

が
子
年
に
ち
な
む
と
い
う
こ
と
で

随
分
売
れ
た
と
い
う
こ
と
が
テ
レ

ビ
な
ど
で
紹
介
さ
れ
話
題
に
な
っ

た
．
、
鼠
の
字
の
つ
く
国
鉄
の
駅
は

全
国
唯
一
つ
の
た
め
だ
と
い
う
、
．

一
般
に
動
物
名
は

地
名
と
は
さ
ほ
ど

深
い
関
係
は
な
い
、

こ
こ
で
白
石
の
小

字
名
か
ら
十
二
支

と
関
係
あ
る
も
の

を
拾
っ
て
み
よ
う
、
、

子
へ
ね
）
、
自
石
に

鼠
横
丁
が
あ
り
、

三
沢
に
南
・
北
鼠

堰
が
あ
る
。
誘
致

工
場
の
日
通
工
の

敷
地
内
で
、
大
部

レコレ

辰
山
｛
深
谷
）
が
あ
る
．
ま
た
辰

は
竜
で
、
こ
の
（
子
を
つ
け
た
竜
毛

屋
敷
と
い
う
の
が
あ
る
。
い
ま
剰

水
の
囲
n
へ
章
田
）
内
に
あ
る
．
．

巴
（
み
）
、
巳
待
前
（
斎
川
）
た
だ

一
か
一
所
だ
け
で
、
蛇
の
堂
－
の
つ
い

た
地
名
は
な
い
．
、

午
へ
う
ま
》
、
馬
牛
（
斎
川
）
・
馬

の
墓
〔
越
河
）
な
ど
．
。

未
（
ひ
つ
じ
）
、
羊
も
来
も
、
と
も

　
　
　
　
　
　
に
地
名
に
は
な
い
．
、

　
　
　
　
　
　
申
（
さ
る
）
、
猿
内

　
　
　
　
　
　
　
（
犬
辛
都
姿
）

ア
⑳

名地

分
は
旭
町
と
住
居
表
示
に
よ
っ
て

名
が
変
っ
た
、

丑
（
う
し
｝
、
丑
山
・
丑
形
山
（
と

も
に
越
河
）
が
あ
る
、
山
の
形
が

牛
の
よ
う
な
の
で
つ
い
た
ら
し
い
．

寅
（
と
ら
）
、
郡
山
に
虎
子
沢
山
が

あ
る
．
、

卯
（
う
）
、
兎
作
（
臼
石
）
・
兎
田

山
（
内
親
ヤ
が
あ
る
．
．

辰
へ
た
2
、
辰
の
口
（
小
原
）

十二支の小字名

猿
鼻
・
猿
菅
＝
と

も
に
小
原
｝
で
、

猿
は
去
る
と
同
”
音

な
の
で
、
縁
起
を

か
つ
ぎ
な
一
．
｝
と
呼

ぶ
．
、
ね
こ
は
な
は

そ
の
例
、
、

酉
〔
と
り
）
、
鳥
の

（
子
の
つ
い
♪
こ
地
ウ
得

は
あ
る
が
、
酉
や

鶏
の
つ
い
た
の
は
な

戌
（
い
ぬ
）
、
犬
九
盃
聾
安
が
あ
る

亥
｛
い
“
、
猪
．
馬
場
〔
平
）
一
か
所

だ
け
、

　
二
う
し
て
み
る
と
十
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躍緑か丘宅地分譲

　　購入希望者募集
　宮城県住宅供給公社では、緑が

丘宅地分譲の希望者を次により募

集しています。

〉団地名　自石寿山第4団地

〉所在地　白石市緑が丘地内

》募集数　112区画

〉1区画当りの面積
　167．31㎡～495．8311f

〉1区画当りの価格

　3，890，001）円～11，510，000円

〉申込み期間　昭和59年3目末日

　（ただし、日曜・祭日と土曜日

　の午後は除く）まで。

＞申込み場所と用紙配布先

　白石市役所建設課住宅係または

　宮城県住宅供給公社（岱仙台61

　－6161）まで’どうぞ聖。

幽保健栄養教室受講生募集
元気で長生きをしたい。これは誰

しもが願っていることです。が健

康は自分でつくりだすものであり

自分の健康は自分で守らなければ

なりません。今まで病気を知らな

かった人はもちろんのこと、今病

気をもっている人でも、心がけ次

第でもっと丈夫になれるのです。

丈夫なあなたの体と明るい心。そ

こに生きがいのある毎日の生活が

あります。そしてそのカギはあな

た自身の手のうちにあります。さ

あ、あなたも、健康づくりの学習

会に参加してみませんか！

〉受講期間　昭和59年4月～60年

　3月
》受講回数　16回

レ受講場所　健康センター

〉募集人員　40人

〉申込み　3月24日〔ガまで衛生課

　保健係（内線137、138）へお申

　し込みください。

’3

　　働く婦人の家

麟和紙工芸教室
　伝統の手すき和紙を使って、折

たたみのサイフを作ってみません

か。

レ日時　3月30日（金）午前10時

　～12時

＞場所　働く婦人の家

〉定員20名

＞受講料　無料（ただし材料代は

　受講生負担）

〉申込み方法　3月27日まで働く

　婦人の家智（5）5095へ。

鵬手編教室

　春先にむけて、折紙ニットベス

トを作って、おしゃれを楽しんで

みませんか。

〉日時　3月29日（木）午前10時

　～午後2時30分　4月5日（木）

　午前10時～12時

〉定員30名

〉申込み方法　3月22日まで働く

　婦人の家恐〔5）5095へ。

〉その他　糸の見本は働く婦人の

　家に用意してあります。

顧児童館利罵者募集
　児童館では、昭和59年4月から

利用される児童の登録申請を受付

けいたします。

〉申請期間　3月10日～3月30日

〉申請場所　臼石市字亘理町37－

　1　第一児童館盈5－7070、白

　石市字白石沖6－3第二児童館

　何5－3875へ申請してください。

捧たきり老人の看護講習会l

l〉日時　3月23日（金）　　　l

l　午前10時～午後3時まで　　1
ξ〉場所　健康センター　保健指導l

l　　室（2階〉　　　l
l購日本赤＋字撒県超
1　　　　今野さだ先生　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　♂
1〉参加費　無料　　　　　　　　l

lなお、不明な点がありましたら衛1
∋
生課（内線137、138〉へどうぞ。l

l＿P　rF㌃｝恥辱＿、＿、、．伽吃＿．一’7＿＿

認昭和59年度保育園

　　入園申込について
　昭和59年4月1日から白石市保

育園に入園を希望される方は次に

よりお早めに申込んでください。

〉受付場所　社会福祉事務所

〉保育園入園申請　保育園入園申

　請書は社会福祉事務所、各出張

　所にあります。

※くわしくは、社会福祉事務所保

　育係（内線147）へお問い合せく

　ださい。

麟雇胴促進住宅白石宿舎

　の入居ご案内
　＝住宅にお困りの方へ＝

　雇用促進住宅とは、勤労者のた

めに雇用促進事業団が建設し管理

する鉄筋5階建3DKでバス、ト

イレ付きの近代的アパートです。

〉所在地白石市字大畑地内

＞型　　式　3DK

〉募集戸数　80戸

〉入居できる方は

　〔1〉適当な住宅力確保できないで

　　困っている勤労者であること。

　（現在の住宅が、通勤に不便、

　立退請求をうけている、狭いな

　ど）ただし、現在公的機関が建

　設している住宅に入居している

　方は除きます。

　12｝家賃の支払能力があること。

　13｝同居する親族があること。（世

　　帯数の多い方から優先貸与し

　　ます）

　〔4〉確実な連帯保証人があること、

〉家賃・共益費・敷金は

　｛1）家賃は月額24，500円です。

　121共益費は月額2，300円です。

　13）敷金は家賃の2カ月分に相当

　する額です。

※くわしくは、白石公共職業安定

所費5－3107または白石市商工観

光課智5－2111（内線201）へお問
い合せください。

〉申込受付場所　白石公共職業安

　定所

翻昭和鈴年度婦人ホラン

　子’』ア5期生募集

〉対象　市内在住の婦人（40名）

20歳～60歳

〉基礎コース　昭和59年4月～昭

　和61年3月（月1回2時問）

〉場所　白石市中央公民館

〉主な学習内容　Qボランテfア

　の正しい理解、○文化財につい

　ての学習、016ミリ映写機の操

　作、o他町との台同学習会、○

　ゲートボールの実技、○施設見

　学1、○人形劇製作、○その他

レ申込み　3月31日まで白石市教

　育委員会社会教育課（内線411〉

　へお申し込みくださ1，』。

灘昭和59年度テレビ利用

　　家庭教育学級生募集
　「テレビ視聴」を中心と1、た集

団学習を通じ、疑問点や問題点な

どを話し含う勉強会です。

〉対象　①幼児学級（3歳～5歳

　児を持つ母親）⑪小学生前期（1

　年～3年生の児童を持つ母親③

　小学校後期（4年～6年生の児

　童を持つ母親）④中学生（中学

　生を持つ母親）4〔）名。

〉期間　昭和59年4月～昭和60年

　3月　（月1回3時間程度）

1〉場所　中央公民館（視聴覚室〉

〉利用するテレビ放送「N　H　Kお

　かあさんの勉強室」

〉申込み　3月31日まで白石市教

　育委員会社会教育課（内線411）

　へお申し込みください。

μ
ぎ

蕊

＼
、
。
＼

礎塞鰐一

閉（｛　譜、、、

新春囲碁将棋大会で熱戦
　去る2月5日中央公民館におい

て恒例の新春囲碁将棋大会が開催

されました。大会には小学生から

お年寄りまでの腕自慢約100人が

参加。各ランクごとに「待ったな

し」で熱戦が繰り広げられました。

各ランク別の成績は次のとおりで

した。

〈囲碁の部〉

○有段者A組優勝玉手治、準優勝

　太田四郎、3位小川信夫、B組

　優勝門脇貞造、準優勝和田陽二、

　3位保科栄二。

○級の部優勝滝田金太郎、準優勝

　佐々木正雄、3位檀崎源哉。

〈将棋の部＞

○有段者優勝三浦正義、準優勝我

　妻定男。

　A組優勝酒井啓治、準優勝佐藤

　敬吾、B組優勝小室文雄、準優勝

　田辺英孝、3位小笠原富明。C

　組優勝小野健治、準優勝鈴木末

吉、3位玉手武男。

雛

　　　　　　　．i鷲／，攣

＿・、襲翻

んでおきたい本、読ませたし粛

お子さんが読みたい本……など特

集しています。

　ぜひご利用ください。　（土曜日

も午後5時まで開館しています）

＞期日　3月～4月

〉場所　図書館玄関ホール　　ノ

壽
月
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曙
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公
民
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だ　　　図　　書　　館
　夢と希望に心はずむ

　　　新1年生に

一図書館から入学の準備を

　　　お手伝いします一

　しっけ、教育、健康、童話、絵

く本など、お父さん、お母さんが読

☆1春休み。図書館をご利鵬ください
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国民年金
来月から国民．年．金保険糊

　　　か変わリギす

　今年も早いもので、もう3月。

日ごと暖かくなり、春の訪れも間

近です。

　さて、4月からは新年度がスタ

ートしますが、国民年金の保険料

も、1か月6，220円に変わり
ます。

　年金を受ける方から考えれば、

年金は多ければ多いほどよく、保

険料を納める方から考えれば、安

い保険料に越したことはありませ

ん。

　しかし、これでは、健全な年金

財政のバランスを保つことは困難

なことです。

　将来、人口構造の高齢化ととも

に、年金を受ける方の数が急増す

るのに対し、保険料を負担する加

入者の数の方は、ほぼ横ばいの状

態が続くと予想されています。

　そうなった場合、生活水準に見

合った年金を支給するためには、

国の負担も増えまオが、後の世代

の負担も大きなものとなってしま

います，、

　そこで、世代聞の公平を保ち、

後の世代の急激な負担増を避ける

ため、保険料は少しずっ段階的に

引き上げられるようになっていま

15

す。

　人口の高齢化と核家族化の進む

なかで、老後の所得保障としての

国民年金に対する期待は大きくな

っています。

　働く若い世代がみんなでお年寄

りを支えていく、ミ思いやり＝がそ

のまま仕組みとなった国民年金制

度を、将来にわたって発展させて

いくためには、保険料の引き上げ

は避けられません，，

　みなさんの正しいご理解、ご協

力をお願いします。

1固定資産課税台帳

1の縦覧期間について・

　固定資産課税台帳の縦覧を次の

とおり行いますので、ご利用くだ

さい。

〉期日　昭和59年3月1日～3月

21日まで（ただし、日曜日、祝日

を除く）執務時間内

〉場所　白石市役所税務課

※昨年相続、贈与、売買及び家屋

の新増築、取りこわし等を行った

方は台帳を確認してください。

　登録等にあやまりがあった場合

の修正する期間でもありますので

ぜひご来庁のうえ縦覧をお願いし

ます。なお電話による問い合せは

受付けできませんのでご了承くだ

さい。

1初午は3月13日
レ

し
・午前7時に市内一斉にサイレン

がなりますのでお知らせいたし

ます。
、＿＿＿　　　　　　　　　　　　　　凸一＿＿＿＿＿ウノ

昭和騰隼度

　　緑化運動の推進
　最近、緑化に対する関心は、ま

すます高まりつつあり、緑化の推

進は、従来にまして重要になって

お必）ます。

〈主旨〉

　緑化の促進と造林愛護の推進を

図るため、記念植樹、記念造林、

森林愛護運動を通じ、緑化運動を

広く、市民運動として展開し、緑

豊かなふるさとづくりを推進する。

く主催

　宮城県、宮城県教育委員会、宮

城県緑化推進委員会

く協力団体＞

　市町村、営林署、林業関係諸団

体、報道機関

〈実施事項〉

（1）春期緑化運動強調月間

　4月1日～4月30日

O緑の週間　4月1日～4月7日
○緑の日設定と記念植樹

　4門1臼づ　1紫冒1』L二い7ノ日

牛
　1”1吃

」臼ド

　臼1－

　E」
　日：

耳

職π一一1， －
』 1∫1、PI3

山‘・1ゴー　二P・　　1

団地．みとレ、1の日

愛幕みとレ、匹11’日

工場みとレ，賛7刃ヨ

家庭．みと一・1の日

　i7みヒ・1．’「、ノ日

　これら緑化運動を積極的に推し

進めるため、緑にちなんだ催しな

ど地域でいろいろ工夫展開しでは

いかがでしょうか。市民の皆さん

のご理解とご協力を賜りますよう

お願いします。

　緑化運動について、詳しくは、

市農林課林務係〔内線223）へ

お問い台せください。

1転出される方は1

廃車届出を
　　自石市のナンバープレートの付

　いた原動機付自転車を所有してい

　る方が転出される場台は、廃車届

　を忘れずにしてください。

　　その際には、ナンバープレート

　や標識交付証明書の返納、そして

　印鑑を必要とします。

　　また、使用不可能になって放置

　されていたり、すでに解体、行方

　不明の状態になっていましたら、

　同じく廃車手続きをしてください。

　　軽自動車税の賦課期日は4月1

喚日です。手続きは税務課窓口でお

　早めにお願いいたします、

　　くわしくは、税務課庶務係（内

　線144）までお問い合せくださ
　い，）

　　用水路川干し　　1

　用水路のしゅんせつと補修を目1
　　　　　　　　　　　　　　じ的とする春の川干しを次により行1

いますので、期間中各家庭では周1

囲や占用箇所の溝払いをしてくだ1

さい。なお、火の元には充分気を1

つけましょう・　　　　1
レ期間　4月7日（ガ午前6時から1

　9日（月1午後5時まで（3日間夜1

　間を含む）。

〉区域　白石土地改良区管轄用水i

　　　　　　　　　　　　　　1　路全域。　　　　　　　　1

　」　一　6　重　4　璽　騨J 　g 噸 」田 研，l　ll

官公庁だより
　」　一　」　コ1ヨ　曇　］　り　』　雪　雷・J　 j　J　rl

　3月、4月は引越しシーズン

　年度末は転勤・引越しの多いシ

ーズンです。そのため電話の移転

や電話の取り付け工事が大変混み

合います。電電公社ではお客様の

ご希望に添えるよう、申し込み順

に予約制をとっております。

　移転手続きは沿早目に電話局へ

どうぞ。

　くわしくは、白石電報電話局営

業課魯5－2000へ扮問い合せ・くだ

さい。

え
集

お
募

か
品

　
　
乍

ワ
㌧
　
・
ゴ

　
　
／

　
　
　
　

〆
り
『
ノ

瞭
コ

白石郵便局

　市内の郵便局では、次により「ぬ

りえ」　「にがおえ」　コンクールを

実施します。ふるってご参加くだ

さい。

レ応募資格　今春市内小学校に入

学予定のお子様

＞応募方法「ぬりえ」又は「にが

おえ」のどちらかを選び、各郵便

局に備えつけの用紙をご使用1だ

さい。

レ締切日　昭和59年3月10日（土）

（市内各郵便局窓口まで）

レ発表　白石郵便局公衆室に全員

の作品を展示します。（3月15日～

3月24日まで展示）

＞参加賞　応募者全員

　　　　　　　大河原税務署

　昭和58年分の所得税の申告と納

税はもうお済みでしょうか。

　申告をしなければならない人が

申告しなかったり、間違った申告

をしますと、後で不足の税金を納

めるだけでな・1、加算税や延滞税

も納めなければならないことにな

り、負担が重くなります。

　所得税の申告と納税は必ず3月

15日までに済ませましょう。

　　　一三・いr

や舗難
　　ζ引　曳、』≧

「三，“、

検察審査員選定

　さる1月31日、仙台検察審査会、

において、本年度第1群の検察審・

1査員、補充員の選定を行いました。1

　その結果、次の方が選定され、

2月1日から向う6ケ月問検察官』

1のなした不起訴処分の当否にっい

ての審査等に当ることになります。・

1〉検察審査員　佐藤　勝秋

〉補充員佐久間あい子

59年度白石市立幼稚園追加募集
　　、幼稚園毎
事項　　『、、

入園資格

入園願書

受付場所

人園願書

受付時間

その他

自石第一幼稚園 臼石第二幼稚園

1）年齢満4才児　昭和54年4月2日から　出生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　卜
　　　　　　　　昭和55年4月1日まで　したもの

2）自石市在住者であること

3）臼石市内の私立幼稚園に在園中のものを除く。

入園希望の各幼稚園

月曜日～金曜日（午前9時～午後4時まで）

土曜日（午前9時から午前11時30分まで1

但し日曜日は除く。

入園願書用紙は市立幼稚園、教育委員会に用意してあり
ますc、

ノ4
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　　　　少年スキー教室

　2月の休日（4日間）にわたり
少年スキー教室がみやぎ蔵王白石
スキー場において開かれました。
昨年に引き続いたスキー教室には、
36人の児童が参加。少年たちは、「今

・年はかなりの技術の向上が得られ

ました」とにっこり。

鳳
、
」

；夏、＿、

　　　学習の成果と披露

　2月8日市校長、市手をつなな
ひ親の会などの主催で特殊学級児

童生徒の学習発表会が中央公民館
で開かれました。市内5校の児童た

ちは、「富士の山」の合唱で登場。

劇「七ひきの子やぎ」やダンス合
奏などを披露、学習の向上に拍手。

ド
，
　
一

響
「
、

距　・話

　　　P岡亀

　　　楽しく歌おう
　2月19日白石少年少女合唱団の
第10回コンサートが中央公民館で
開かれ、オペレッタ「はだかの王
様」を抜露、友情出演のつくしの
会児童合唱団の「歌はともだち」

などもあり、訪れた市民200人か
らさかんな拍手が湧きました。

　　　　　　　　　翻1コ、噂ノ・さ

休日急患当番医

月　日

3／4

11
18
20
25

内　　科

三ぞ甫タリニック（5）6854

筥医院（5）2410

加藤（司）医院（51200i

引地医院（512036

柿崎医院6）2210

外　　科

刈田病院（5）2145

堤医院（5肛81
刈田病院（5）2145

斎藤医院（5／1222

朝倉病院（5）2101

※都合により変更になる場合もあります。

目ネ 談 （3月分）

相談区分

人権擁護

相　　談

行政棺談

生ぞ舌相言炎

高齢者
職業招介

社会保険
相　　談

税務相談

消費生活
相　　談

器
回
ス

　
　
ビ

聴
　
　
【

補
巡
サ

婦人相談

無料法律
相　　謙

障身
相

者

相談日

15

15

15

5・26

6

15

7

　15
毎週鼻火・

水・木・金

11オン8・29

トウホク26

ニホン　16

15

！5

9

聞時

10＝00～

　15＝00

10＝00～

　15：00

10＝00～
　15：00

10；00～
　12＝00

10：00～

　13＝00

9：30～

　15：00

10＝00～

　16：00

10：00～

　15＝00

13＝00～
　14＝00

10：00～
　12＝00

10＝00～
　12＝00

！0：00～

　15＝00

10＝00～

　！5：00

10：00～

　14：00

月1卜1唄在1口に”、炉畢㌧II

場　　所

臼石市役所

2階会議室

同 上

同 上

侵選康一ヒンター

2階相談室
健康センター

2階相談室

白石市役所

第3会議室

白石市役所

2階会議室

白石市役所

1階消費
生活相談室

福祉事務所

白石市役所

臼石市役所

4階会議室

自石市役所

第三会議室

内 容

結婚、離婚、遺産相
続、借地借家、雇傭、

差別侍遇問題等

国や県、市など役所
の行う仕事について
困っていることや希
望等

市民の日常の生活上

の困りごと

60歳以上の方の職業

斡旋

健康保険、船員保険、

厚生年金など

税金などに関するこ

と

買物苦情、消費生活

一般

補聴器の修理、調整

など

家庭内の人間関係や

異性との問題等で悩

んでいる女性の方

法律についての困り

ごと

身体障害者の生活、

耳哉業、　糸吉女昏等

「
、

一
筒
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